
“土地”を“農地”に変えたのは、人の力 農業に必要な施設 
日本の農地は、農業に必要なかんがい施設や排水施設、また農業用の道路など、 
土地改良施設に支えられています。たとえば、ダムや頭首工、分水工など 
農業水利施設だけで約6,700カ所あります。この中で、主なものを紹介します。 

　　ダム 
ダムには農業用だけで
なく、防災や上水用、ま
た、それらを兼ねた多目
的ダムがあります。堰堤
の基礎地盤から堤頂ま
での高さが15m以上の
ものを「ダム」と呼んで
います。 

　頭首工・取水堰 
河川やため池、湖などか
ら農業用に必要な水を取
るための水利施設です。
頭首工とは、川の水を堰
き止めて水位を調整する
「取水堰」とそこから用
水路へ水を入れる「取
水口」とを併せた施設の
呼び名です。 

　潅水施設 
農作物や草木に水を与
えることを灌水といいま
す。作物に水を与えるた
め、農地内にスプリンク
ラーやパイプなどを設置
して使います。スプリンク
ラーは回転しながら散水
し、作物にまんべんなく
水を与えています。 

　分水工 
分水地点からいくつかの
受益地に向けて、用水路
の水やわき水を公平に
分ける知恵です。農地の
広さに応じて水の量は計
算され、分水工の形はつ
くられます。円形分水や
三角柱の分水石を施し
たものなどさまざまです。 

   水路橋 
幹線水路は、長いもので
は30km以上にもなりま
す。そのため、水は時折、
川や谷を越える必要が
生じます。そこで水を渡す
ために設けられたのが、
水路橋です。有名な熊
本の通潤橋も水路橋の
一つです。 

　ため池 
古くはため池造成ととも
に新田が拓かれ、地域
全体の大事業でした。そ
の数約21万カ所に及び
ます。また、個人で掘った
小さなため池も多く、これ
を加えると日本には数え
切れないほどのため池が
点在しています。 

   用・排水路 
網の目のように張り巡ら
された用・排水路。水路
は、田畑に水を運ぶだけ
でなく、生活用水や人々
の憩いの場としても親し
まれてきました。また、水
生昆虫や魚などを育み、
生きものが行き来する道
でもあります。 

   揚水機場 
水路より高い場所にある
農地に水を揚げるポンプ
場のことを「揚水機場」と
言います。一度用水路の
下流まで流れた水を汲み
上げ、再利用させるものも
あれば、谷底の川から台
地の上の農地へ水を揚
げるものもあります。 

　農道 
農道とは、農業用道路の
略。狭く、でこぼこだった道
も整備が進み、車や大型
機械の農地への乗り入
れが可能になっています。
農道とは、農村にとって
農業生産の基盤であり、
生活基盤として交通利
便性も備えています。 

　排水機場 
排水路に入ってくる水
を河川などへ、強制的に
排水するポンプ場が「排
水機場」です。河川の
水位が排水路より高く
なり、排水路の水が自然
に河川へ流れなくなった
場合に、ポンプで汲み上
げ、河川に水を流します。 
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　わたしたちの国、ニッポンには、美しい農地が広がっています。農地は、人の
叡知の集積です。土地と水があるだけでは、作物はつくれません。干ばつ、洪
水の危険にもさらされています。その大地を開墾し整備し、川から水路を引いて、
初めて農地として活用できるのです。 
　もし、人々の叡知であるこれらの施設がなかったら、豊かな農地はこの国にな
かったでしょう。日本の地形は、まるで馬の背のように高い山々が東西に連なっ
ています。山と海との距離は近く、川は険しく短く、水はあっという間に海に流
れ出てしまいます。しかし、それを人の力が変えてきました。山では棚田が水を
溜め、川では堰によって導かれた用水路が、いくつもの水田を潤します。また、
随所に掘られたため池も水田を潤しています。これらの工夫によって、水をゆっ
くりと迂回させ、地表に長くとどまらせることで繰り返し利用することが可能にな
ったのです。土や水に、人の知恵と力が加わって農地が生まれ、そうしてはじめ
て食べものをつくることができるのです。 
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